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荒沢ダム管理庁舎新築に向けて

庄内総合支庁建設部
荒沢ダム管理課

荒沢ダム

赤川流域 ８５７ｋｍ２

荒沢ダム流域 １６２ｋｍ２

月山ダム

八久和ダム

荒沢ダム

荒沢ダムの位置

鶴岡市荒沢

荒沢ダムの概要
総貯水容量 県管理 No.1

４１,４２０千ｍ3
県管理 最⻑⽼のダム

昭和３０年１２⽉完成
昭和３１年４⽉

管理開始から６８年経過

荒沢ダムの目的
■ 洪水調節（F)
■ 流水の正常な機能の維持（N)
■ 発電（P)

堤延⻑195.5m

高
さ
63

.0
m

← クレストゲート２門

← 放流バルブ

倉沢発電所取水塔 →

荒沢ダムはゲート操作を⾏い、放流量、貯水位を調節する。
サーチャージ水位が無い。

クレストゲート２門

ダム管理庁舎

直轄ダム並みの貯水容量があり、ダム左岸側の管理庁舎で
職員による２４時間常駐管理を⾏っている。
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荒沢集落

荒沢ダム建設時（昭和３０年７⽉頃）

ダム堤体

ダム管理庁舎

ケーブルクレーン

ダム管理庁舎の変遷
初期の頃の管理庁舎

ダム管理事務所 倉庫兼書庫棟

初期の管理⽤設備

事務室の様子

観測装置類

予備発電設備

ダム管理庁舎の変遷
現在の管理庁舎

ダム諸量操作室の増改築 課⻑室、展⽰室、書庫、機械倉庫の増改築
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ダム管理庁舎の変遷
初期の頃の管理庁舎

ダム管理事務所 倉庫兼書庫棟

ダム管理庁舎の変遷
現在の管理庁舎

ダム諸量操作室の増改築 課⻑室、展⽰室、書庫、機械倉庫の増改築

管理⽤制御処理設備の進化

ダム諸量操作室の様子

データ処理装置

予備発電設備

ダム管理庁舎の変遷

ダム諸量操作室の様子
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ダム管理庁舎の変遷

現在のダム諸量操作室の様子

管理庁舎の新築移転

・庁舎の老朽化と建物の一部が耐震性不足。

・現在の建物では予備発電設備２台を設置する場所がない。

・発電機の燃料タンク（容量４０００Ｌ）を設置する場所が必要。

〇堰堤委改良事業でダム管理用制御処理設備の更新を行う
上で、現庁舎では求められる条件をクリアできない状況
が判明。

管理庁舎の新築移転

・庁舎の老朽化と建物の一部が耐震性不足。

・建物の耐震補強をする。

・老朽化への対応は全体的なリフォームをする。

管理庁舎の新築移転

・現在の建物では予備発電設備２台を設置する場所がない。

・建物に発電機２台分を収容するスペースがない。
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管理庁舎の新築移転

・指定数量以上の燃料を取り扱う危険物取扱所になる。

・地震・火災・流出による水質汚染等を考慮すると地下
貯蔵にするのが有効。

・発電機の燃料タンク（容量４０００Ｌ）を設置する場所が必要。

・地上施設を設置するスペースがない。

・ケーブルクレーン基礎跡で、１ｍ程下は岩盤のため地下施設の設置が困難。

管理庁舎の新築移転

・予備発電設備と密接に関連する受電設備を電源庁舎と
して別棟にする。

〇堰堤委改良事業でダム管理用制御処理設備の更新を行う
上で、現庁舎では求められる条件をクリアできない状況
が判明。

・燃料貯蔵施設は、岩盤を掘り下げて地下にするか地上
施設で整備。

いざ、建築工事をするとなると・・・

管理庁舎の新築移転

・裏山が高さ約１２０ｍ、
勾配１割６分程

〇現管理庁舎の立地条件が悪い。

・建物直前がダム天端から高さ約１６ｍのコンクリート擁壁

約１６ｍ

約１２０ｍ

落石

管理庁舎の新築移転

〇現管理庁舎の立地条件が悪い。

・前述の検討やその他の条件等をふまえ、新管理
庁舎を新築移転することに。



2025/0/20

6

右
岸
側
に
移
転

既設管理棟

管理庁舎の新築移転

管理庁舎の新築移転
新庁舎のデザイン

新管理庁舎 完成予想パース

令和７年内にはパースのような風景に！

荒沢生まれのハヤブサ君

ご清聴ありがとうございました︕


